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会
員
募
集 

　

◆
ひ
ま
わ
り
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル　

毎
週
水
曜
日
の
午
後

１
時
半
〜
３
時
半
、
市
民
プ
ラ

ザ
ホ
ー
ル
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。

初
心
者
・
初
級
者
歓
迎
（
特
に

男
性
の
方
）。詳
し
く
は
大
澤
�

　

・
５
８
１
４
へ
。

７１
　

◆
現
代
水
墨
画
愛
好
会　

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午

後
１
時
半
〜
３
時
半
、
成
美
教

育
文
化
会
館
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円
。
初
心
者
。
４
月　

日
２４

と
５
月
８
日
に
無
料
体
験
会

（
資
料
代
１
回
１
０
０
円
）を
実

施
。詳
し
く
は
安
住（
あ
ん
じ
ゅ

う
）�　

・
４
８
０
６（
夜
間
）へ
。

７４

　

◆
親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び
（
リ

ト
ミ
ッ
ク
く
ら
ぶ
）　

毎
週
火

曜
日
が
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
、

金
曜
日
が
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
、
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

か
ら
。
会
費
月
４
３
０
０
円
。

７
カ
月
児
〜
未
就
園
児
。
無
料

体
験
あ
り（
要
予
約
）。
詳
し
く

は
若
林
�　

・
５
８
３
３
へ
。

７８

　

◆
少
年
野
球（
ク
ラ
ウ
ン
）　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の

午
前
８
時
半
〜
午
後
零
時
半
、

第
二
小
学
校
校
庭
ま
た
は
不

動
橋
広
場
で
。
入
会
金
２
５
０

０
円
。
会
費
は
４
年
生
が
月
２

０
０
０
円
、
３
年
生
以
下
が
月

１
５
０
０
円
。
４
年
生
以
下
。

初
心
者
も
お
気
軽
に
。
詳
し
く

は
府
中
（
ふ
ち
ゅ
う
）
�　

・
２３

０
９
２
８
へ
。

　

◆
外
国
人
の
た
め
の
東
久

留
米
に
ほ
ん
ご
ク
ラ
ス　

毎

月
、
第
１
・
第
２
・
第
４
火
曜

日
の
午
後
７
時
〜
８
時
半
、
市

民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
会
費
月

３
０
０
円
。
入
門
・
初
級
か
ら
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
も

募
集
。
詳
し
く
は
武
貞
（
た
け

さ
だ
）
�　

・
５
８
３
２
へ
。

７３

　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
カ
・
プ
ア
）

時
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。
会

費
半
年
５
０
０
０
円
。
市
テ
ニ

ス
連
盟
所
属
。
ゲ
ー
ム
経
験
の

あ
る
方
。詳
し
く
は
斎
藤
�　

・
７５

８
５
５
５
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
吟
詠
愛
好
会　

毎
週
火

曜
〜
土
曜
日
の
午
後
２
時
〜

５
時
と
午
後
６
時
〜
８
時
、
市

民
プ
ラ
ザ
会
議
室
ほ
か
で
。
会

費
月
２
０
０
０
円
。
詩
舞
、
詩

吟
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

小
浦
�　

・
９
６
６
１
へ
。

７３

　

◆
東
久
留
米
歌
謡
吟
詠
サ

ロ
ン　

毎
月
第
４
金
曜
日
の

午
後
２
時
〜
４
時
、
中
央
公
民

館
で
。入
会
金
１
０
０
０
円
。会

費
月
１
５
０
０
円
。歌
謡
、民
謡

入
り
の
詩
吟
。初
心
者
歓
迎
。見

学
自
由
。詳
し
く
は
宇
佐
田
�

　

・
７
３
０
３（
夜
間
）へ
。

７３
　

◆
将
棋
愛
好
会　

毎
週
水

曜
日
の
午
後
６
時
〜　

時
、
中

１０

央
公
民
館
で
。
段
級
位
不
問
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
吉
田

�　

・
５
６
９
８
へ
。

７４

　

◆
中
国
健
康
法
普
及
協
会

　

毎
週
月
曜
〜
土
曜
日
、
ひ
ま

わ
り
公
園
（
滝
山
五
丁
目
）
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
。
会
費
年

２
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
川
越

�　

・
３
５
９
５
へ
。

７４

　

◆
Ａ
Ｔ
Ｃ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　

月
１
回
、
土
曜
日
の
午
後
ま

た
は
祝
日
、
市
内
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
ほ
か
で
。
施
設
使
用
料
と
し

て
１
５
０
０
円
程
度
。　

歳
以

３５

下
の
方
。詳
し
く
は
有
地
�　

・
７１

０
２
１
６
（
昼
間
。
夜
間
は
�

　

・
７
１
５
３
）
へ
。

７１
　

◆
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ　

月

３
回
、
土
曜
日
の
午
後
１
時
〜

３
時
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
２
０
０
０
円
。

会
費
月
４
０
０
０
円
。
詳
し
く

は
石
田
�　

・
９
４
８
３
へ
。

９２

 
催　
　

し 

　

◆
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
と

商
店
街
の
活
性
化
（
ビ
ジ
ネ
ス

１６　年　度　予　算　の　使　い　道
（一般会計・市民一人当たり）

円３，０６１図書館の運営
に円１０，１５３健康づくりや

環境保全に円２６，１２６高齢者、障害者
福祉に

円２，８５７スポーツ振興
に円１８，１１６ごみ処理・リサ

イクルに円４７，３３６
保育園の運営
など子育て支
援に

円４，７３４その他の教育
関係に円２，４０６産業振興、勤労

者福祉に円１７，４９４生活保護、災害
援助に

円２６，４１２市債の返済に円８，２７３市道・河川の整
備に円３，４８２国民年金、戸籍、

住民記録に

円３７，３７０
特別会計の財
源補てんに
（繰出金）

円１０，５８８
街路・公園の整
備などまちづ
くりに

円２５，２０４
庁舎管理、電算
管理など市の
総合的運営に

円３５１その他の費用
に円１３，０３２消防、防災対策

に円４，６８８市税を集める
ために

合　計　　２８９，７４２円
 （１６年３月１日人口を　
　基に計算）

円２２，２６６
小・中学校、
市立幼稚園の
運営に

円７５０選挙に

円１，９５２
生涯学習の推
進、公民館の運
営に

円３，０９１市議会の運営
に

東久留米市予算

増減率平成１５年度年度

△２．０％
（６．８％）

３３６億６,８００万円
９２０万円
,３００万円）

６．４％８６億２,１０４万１千円７,６４３万円

△２．９％７８億１,６５８万６千円３万２千円

１０．８％３６億８,１９２万２千円８,００２万円

△４．６％３６億４,１９８万６千円０万１千円

△２２．９％１０億１,５１０万円８,２７０万円

△０．６％
（４．５％）

５８４億４,４６３万５千円
３８万３千円
３千円）

え分を含んだ金額

　

さ
ら
に
国
の
地
方
財
政
改
革
を

受
け
、
地
方
交
付
税
、
臨
時
財
政

対
策
債
が
縮
減
と
な
っ
た
一
方
、

家
計
の
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調
整

基
金
に
つ
い
て
実
施
計
画
上
の
限

度
額
を
計
上
し
た
こ
と
か
ら
、
昨

年
度
比
で
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
旧

本
庁
舎
お
よ
び
分
庁
舎
用
地
等
の

市
有
地
売
却
す
る
こ
と
で
、
著
し

い
事
業
の
削
減
に
よ
る
市
民
生
活

へ
の
打
撃
が
生
じ
る
こ
と
を
避
け

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
・
歳
出

　

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
徹
底

し
た
内
部
努
力
を
最
大
限
予
算
に

反
映
す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
目

的
・
成
果
の
再
検
証
、
各
担
当
部

に
よ
る
財
政
負
担
の
増
大
を
踏
ま

え
た
自
立
的
な
予
算
編
成
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、

市
民
の
要
望
の
高
い
事
業
、
新
た

な
時
代
に
即
し
た
事
業
を
優
先
に
、

予
算
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
で
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
よ
り
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

や
子
育
て
環
境
の
整
備
の
必
要
か

ら
、
引
き
続
き
民
生
費
の
割
合
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
夏
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
た
「
財
政
危
機
宣

言
」
で
課
題
と
し
た
負
債
解
消
に

取
り
組
む
た
め
、
行
政
セ
ン
タ
ー

（
本
庁
舎
）用
地
購
入
費
の
償
還
金

と
し
て
２
億
円
を
予
算
化
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
市
の
中
核
事

業
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
懸
案
で

あ
っ
た
（
仮
称
）
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
、（
仮
称
）
中
央
町
地
区

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
中
学
校
給
食

の
実
施
準
備
の
た
め
の
経
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
予
算
が
、
去
る
３
月　

日
、
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
て
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

１６

２６

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、
３
５
９
億
７
３
０
０
万
円
（
前
年
度
比
６
・
８
㌫
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
特
殊
要
因
と
し
て
減
税
補
て
ん
債
（
個
人
住
民
税
減
税
に
伴
う
減
収
分
の
穴
埋
め
と
し

て
借
り
入
れ
た
お
金
）
の
借
り
換
え
分
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
こ
れ
を
除
く
実
質
の
予
算
額
は
３
３
０

億
９
２
０
万
円
で
、
昨
年
度
と
の
比
較
で
６
億
５
８
８
０
万
円
（
２
・
０
㌫
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

借
り
換
え
を
除
く
実
質
の
一
般
会
計
額
に
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
、
下
水
道
事

業
、
受
託
水
道
事
業
の
５
特
別
会
計
を
合
計
す
る
と
５
８
１
億
１
４
３
８
万
３
千
円
で
３
億
３
０
２
５

万
２
千
円
（
０
・
６
㌫
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
の
自
治
体
で
は
、
経
済
状
勢
の
低
迷
、
国
の
補
助
金
・
交
付
税
の
見
直
し
、
高
齢
化
の

急
速
な
進
展
な
ど
に
よ
る
財
政
負
担
の
増
大
を
背
景
に
厳
し
い
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
市
で
は
昨
夏
、「
財
政
危
機
宣
言
」
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
歩
む
道
を

選
択
し
ま
し
た
。
今
後
、
一
層
の
行
財
政
改
革
を
進
め
る
一
方
、
市
民
生
活
の
安
定
向
上
を
目
指
し
、

効
果
・
効
率
的
な
予
算
執
行
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
財
政
課
�　

・
７
７
０
６
へ
。

７０

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６１６年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算がががががががががががががががががががががががががががががががが成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立ししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた年度予算が成立しました
危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的なななななななななななななななななななななななななななななななな財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況をををををををををををををををををををををををををををををををを踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏ままままままままままままままままままままままままままままままままええええええええええええええええええええええええええええええええ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計はははははははははははははははははははははははははははははははは実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・００００００００００００００００００００００００００００００００㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫㌫のののののののののののののののののののののののののののののののの減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減危機的な財政状況を踏まえ、一般会計は実質２・０㌫の減

市
民
一
人
ひ
と
り
が 

共
に
つ
く
る
ま
ち

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
▼

男
女
平
等
参
画
の
推
進

水

と

緑

を

守

り 

育
て
て
い
く
ま
ち

　

湧
（
ゆ
う
）
水
地
の
調
査
▼
緑

の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
製
作
▼
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
設
置
に
対
す
る
補

助
子
ど
も
が
の
び
の
び 

心
豊
か
に
育
つ
ま
ち

　

学
童
保
育
所
の
整
備
▼
新
（
仮

高
齢
者
が
い
き
い
き 

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

在
日
外
国
人
無
年
金
者
福
祉
支

給
金
の
実
施
▼
介
護
予
防
・
地
域

支
え
合
い
事
業
▼
新
（
仮
称
）
幸

町
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

施
設
整
備
▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
施
設
整
備
▼
軽
度
痴
ほ
う
性

高
齢
者
対
策
の
充
実
▼
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
（
高
齢
者
向
け
集
合
住
宅
）

事
業
▼
地
区
セ
ン
タ
ー
諸
工
事
▼

介
護
用
品
の
給
付
▼
新
（
仮
称
）

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
設
計
委
託

▼
心
身
障
害
者
通
所
訓
練
事
業
補

助
▼
障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
▼
精
神
障
害
者
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
▼
精

神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
▼

支
援
費
▼
老
人
保
健
健
康
診
査
事

業
▼
（ 
仮
称
）
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
実
施
設
計
委
託
▼
新 
国

保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業

豊
か
な
出
合
い
で 

に

ぎ

わ

う

ま

ち

　

地
域
産
業
振
興
事
業
▼
新
・ 
元

気
を
出
せ
商
店
街
事
業
▼
新 
宅

配
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
の
た
め
の

調
査
研
究
▼
新 
体
験
型
農
園
事

お
け
る
都
市
計
画
道
路
第
二
次
事

業
化
計
画
（
後
期
）
調
査
委
託
▼

駅
東
口
開
発
事
業
▼
立
野
川
護
岸

改
修
工
事
▼
道
路
雨
水
排
水
環
境

整
備
（
氷
川
台
地
区
、
南
町
地
区
）

▼
市
道
の
整
備
▼
下
水
道
整
備
事

業
の
推
進
▼
流
域
下
水
道
建
設
事

業
▼
公
共
下
水
道
改
築
更
新
計
画

の
策
定
調
査
▼
既
設
汚
水
管
渠

（
き
ょ
）の
再
調
査
▼
環
境
基
本
計

画
の
策
定
▼
新 
住
居
表
示
街
区

現
況
調
査
▼
ご
み
減
量
再
資
源
化

▼
廃
棄
物
減
量
の
推
進
▼ 
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新

計

画

の

推

進

　

行
財
政
改
革
の
推
進
（
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
）
▼
情
報

化
の
推
進
（
図
書
館
蔵
書
検
索
シ

ス
テ
ム
構
築
等
）

緊
急
地
域
雇
用
創
出 

特

別

補

助

事

業

　

学
校
生
活
相
談
指
導
員
の
派
遣

▼
情
報
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
派
遣
▼
学
力
向
上
サ
ポ
ー
ト
事

業
▼
Ｉ
Ｔ
講
習
の
推
進
▼
新
聞
記

事
Ｃ
Ｄ
化
整
備
委
託
▼
図
書
館
資

料
整
備
委
託
▼
放
置
禁
止
区
域
に

お
け
る
自
転
車
駐
車
等
の
指
導

一
般
会
計
・
歳
入

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、

歳
入
の
中
心
で
あ
る
市
税
は
、
昨

年
度
と
比
較
す
る
と
２
・
２
㌫
の

減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
６
年
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

１５年度の主な事業
（新は１６年度新規事業）

、減税補てん債の借り換えに伴う金額を除いています。

16.  4.  15

　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
カ
・
プ
ア
）

　

５
月　

日
か
ら
毎
週
月
曜

１０

日
の
午
後
６
時
〜
９
時
、
市
民

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
入
会
金
３

０
０
０
円
。
会
費
１
回
１
５
０

０
円
。
詳
し
く
は
眼
龍
（
が
ん

り
ゅ
う
）
�
０
９
０
・
４
４
５

５
・
８
１
９
３
へ
。

　

◆
中
高
年
の
ス
ト
レ
ッ
チ

健
康
体
操　

毎
週
火
曜
日
の

午
前　

時
〜　

時
半
、
西
部
地

１０

１１

域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
３
０

０
０
円
。
見
学
自
由
。
動
き
や

す
い
服
装
で
。
タ
オ
ル
持
参
。

詳
し
く
は
渡
辺
�　

・
２
４
９

７２

５
へ
。

　

◆
は
じ
め
て
の
水
彩
と
油

絵
（
エ
ビ
ス
絵
画
）　

毎
月
、
第

２
・
第
４
火
曜
日
の
午
後
１
時

〜
４
時
、
中
央
公
民
館
で
。
入

会
金
３
０
０
０
円
。
会
費
月
３

０
０
０
円
。
散
歩
道
で
の
ス

ケ
ッ
チ
を
絵
葉
書
に
書
き
留

め
、
油
絵
に
仕
上
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
村
田
�　

・
７７

０
４
４
２
へ
。

　

◆
詩
吟
岳
風
会
流（
信
栄
会
）

　

毎
月
、
第
１
・
第
３
・
第
４

月
曜
日
の
午
前
９
時
半
〜　
１１

時
半
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
１
０
０
０
円
。
初
心
者

歓
迎
。
詳
し
く
は
宮
坂
�　

・
７３

５
９
５
３
へ
。

　

◆
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
（
下
谷

〈
し
も
や
〉
公
園
体
操
会
）　

毎

朝
午
前
６
時
５
分
〜
６
時　
４０

分
、
大
門
中
学
校
校
庭
で
。
会

費
年
１
０
０
０
円
。
ス
ト
レ
ッ

チ
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
中
国
体
操
。

見
学
自
由
。
詳
し
く
は
池
浦
�

　

・
４
１
４
７
へ
。

２２
　

◆
波
涛
（
は
と
）
俳
句
会
さ

つ
き
句
会　

毎
月
第
２
火
曜

日
の
午
後
１
時
〜
４
時
、
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
１

０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
奥
田
�　

・
１
９
６
３

７３

へ
。

　

◆
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
テ
ニ
ス

サ
ー
ク
ル　

毎
週
、
月
曜
と
金

曜
日
が
新
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

水
曜
日
が
小
山
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
。
い
ず
れ
も
４
月
〜
９
月

が
正
午
〜
午
後
６
時
、　

月
〜

１０

翌
年
３
月
が
午
後
１
時
〜
５

商
店
街
の
活
性
化
（
ビ
ジ
ネ
ス

ま
ち
お
こ
し
の
会
）　

４
月　
１７

日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時
半
、

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。

資
料
代
と
し
て
３
０
０
円
。
直

接
会
場
へ
。
詳
し
く
は
大
谷
�

　

・
６
２
３
４
へ
。　　

７４
　

◆
う
た
ご
え
広
場　

４
月

　

日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時
、

２３市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
参
加

費
２
０
０
円
（
歌
集
、
茶
菓
子

代
含
む
）。
詳
し
く
は
椙
山（
す

ぎ
や
ま
）
�　

・
５
４
６
９
へ
。

７２

　

◆
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

平
日
・
夜
間
講
習
会
（
東
久
留

米
市
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

協
会
）　

５
月
６
日
（
木
）・　
１２

日
（
水
）・　

日
（
木
）、
い
ず

２０

れ
も
午
後
６
時
半
〜
８
時
半
、

中
央
公
民
館
で
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
ご
参
加
を
。
詳
し
く

は
山
河
（
や
ま
か
わ
）
�　

・
７４

９
１
５
０
へ
。

　

◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫

茶
（
う
た
の
広
場
の
会
）　

５

月
９
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４

時
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

で
。
参
加
費
３
０
０
円
（
歌
集
、

茶
菓
子
を
用
意
）。定
員
１
０
０

名
。
同
喫
茶
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の

歌
詞
募
集
。
詳
し
く
は
小
坂
�

　

・
４
７
７
１
へ
。

７７
　

◆
第　

回
フ
ラ
ワ
ー
カ
ッ

３８

プ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
市
テ
ニ
ス

連
盟
）　

５
月　

日
（
火
）、
市

２５

内
各
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
。
参
加

費
１
人
１
０
０
０
円
。
申
し
込

み
は
５
月
７
日
ま
で
に
。
予
備

日
は
６
月
１
日（
火
）。
詳
し
く

は
小
峰
�　

・
７
２
１
８
へ
。

７５

 
そ　
の　
他 

　

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

講
座
２
級
課
程
・
東
京
都
指
定

（
生
活
協
同
組
合
東
京
高
齢
協

東
久
留
米
セ
ン
タ
ー
）　

５
月

　

日
〜
８
月
５
日
の
火
曜
・
木

２２曜
・
土
曜
日
、
東
京
土
建
清
瀬
・

東
久
留
米
支
部
で
。
受
講
料
６

万
８
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）。
定
員
先
着　

名
。　

歳

４０

１８

以
上
の
通
学
可
能
な
方
。
資
料

請
求
と
詳
し
く
は
同
セ
ン

タ
ー
・
池
田
�　

・
３
６
９
２

７５

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ
。

平成１６年度　

平成１６年会　　　計

３３０億９
（３５９億７,３０

一 般 会 計

９１億７,６国民健康保険特別会計

７５億９,１５３万老 人 保 健 特 別 会 計

４０億８,０介 護 保 険 特 別 会 計

３４億７,４５０万下水道事業特別会計

７億８,２受託水道事業特別会計

５８１億１,４３８
（６１０億７,８１８万３千合　　計

※（　）内は減税補てん債の借り換え

監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育

者
。
①
精
神
の
発
達
が
遅
滞
し
て

い
る
か
精
神
の
障
害
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け
る

状
態
に
あ
る
と
き
②
身
体
に
重
度

ま
た
は
中
度
の
障
害
や
長
期
に
わ

た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が

あ
り
、
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限

を
受
け
る
と
き
。

　

聴
覚
に
障
害
を
も
つ
方
へ
理
解

を
深
め
、
手
話
通
訳
者
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
手
話
講
習
会

で
す
。
年
間
を
通
し
て
受
講
で
き

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
講
習
期
間
】
入
門
・
基
礎
は
６

月
７
日
〜　

年
３
月
の
毎
週
月
曜

１７

日
。
応
用
（
上
級
）・
実
践
（
養
成

ク
ラ
ス
）
は
５
月　

日
〜　

年
３

２２

１７

月
の
毎
週
土
曜
日
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前　

時
〜
正
午

１０

　
【
会
場
】
市
役
所
会
議
室

　
【
費
用
】
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等

　

た
だ
し
、
施
設
入
所
者
、
児
童

の
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す

　
【
手
当
月
額
】１
級
が
５
万
９
０

０
円
、
２
級
が
３
万
３
９
０
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　
【
支
給
対
象
者
】　

歳
未
満
の
方

２０

で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の

障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
ま

た
は
愛
の
手
帳
１
度
程
度
の
方
）

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施

設
入
所
者
お
よ
び
障
害
年
金
等
の

受
給
者
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

　
【
手
当
月
額
】１
万
４
４
３
０
円

特
別
障
害
者
手
当

　
【
支
給
対
象
者
】　

歳
以
上
の
方

２０

で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く

支
障
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要

な
方（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
１
・

　

詳
し
く
は
特
別
児
童
扶
養
手
当

に
つ
い
て
は
子
育
て
支
援
課
助
成

係
�　

・
７
７
３
６
、
そ
の
ほ
か

７０

の
手
当
に
つ
い
て
は
障
害
福
祉
課

管
理
係
�　

・
７
７
４
７
へ
。

７０

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
【
支
給
対
象
者
】次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る　

歳
未
満
の
児
童
を

２０

補装具等の自己負担助成
制度が変わりました

　補装具交付、日常生活用具給付、住宅

設備改善費給付事業の自己負担額は、一

部所得税の額によって助成していますが、

４月からその範囲が変更になりました。

　これまでは障害者世帯の前年の所得税

合計額が１９万８０００円以下としていました

が、今年度から３万２４００円以下の方を対象

とすることになりました。ただし、スト

マ用装具・紙おむつについては、引き続

き１９万８０００円以下の方を対象とします。

　詳しくは障害福祉課福祉係�７０・７７４７

へ。

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
【
募
集
人
数
】
入
門　

名
・
基
礎

５０

　

名
（
市
内
在
住
・
在
勤
者
）・
応

３０用　

名
・
実
践　

名
（
市
内
在
住

２０

１５

者
）。
入
門
・
基
礎
は
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
、
応
用
・
実
践
は
試

験
に
よ
り
決
定
し
ま
す

　

申
し
込
み
は
４
月　

日
（
月
）

２６

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

希
望
コ
ー
ス
・
手
話
経
験
を
記
入

　

老
人
性
白
内
障
の
手
術
を
受
け
、

身
体
上
の
理
由
で
眼
内
レ
ン
ズ
が

挿
入
で
き
な
い
方
に
対
し
、
特
殊

眼
鏡
ま
た
は
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

　
【
助
成
対
象
】次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

　
（
１
）
市
内
在
住
で
、
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る　

歳
以
上
の
方

６５

　
（
２
）
老
人
性
白
内
障
の
た
め
、

平
成
４
年
４
月
１
日
以
降
に
水
晶

体
摘
出
手
術
を
行
っ
た
が
、
身
体

上
の
理
由
で
眼
内
レ
ン
ズ
挿
入
術

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

　
（
３
）
前
年
（
１
月
か
ら
６
月
ま

で
に
申
請
す
る
場
合
は
前
々
年
）

の
所
得
が
、
東
京
都
の
老
人
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行

規
則
第
２
条
に
定
め
る
額
を
超
え

な
い
こ
と

　
（
４
）生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

　
【
助
成
限
度
額
】特
殊
眼
鏡
＝
１

式
４
万
円
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

＝
１
個
２
万
５
０
０
０
円

　
【
申
請
方
法
】所
定
の
申
請
書
に

次
の
書
類
を
添
付
し
、
印
鑑
と
振

り
込
み
先
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

は
除
く
）
の
通

帳
を
持
参
し
て
、

介
護
福
祉
課
医

療
係
（
市
役
所

１
階
）
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

①
特
殊
眼
鏡
ま
た
は
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
の
領
収
書
②
老
人
性
白
内

障
の
た
め
水
晶
体
摘
出
手
術
を

行
っ
た
が
、
眼
内
レ
ン
ズ
挿
入
術

を
受
け
ら
れ
な
い
理
由
が
書
か
れ

た
医
師
の
証
明
書
③
前
年
の
所
得

の
状
況
を
証
す
る
書
類
（
公
簿
で

確
認
で
き
る
場
合
は
省
略
可
）

　

詳
し
く
は
同
係
（
内
線
２
５
５

２
）
へ
。

○福 受給者の１カ月の自己負担限度額
世帯の限度額自 己 負 担 限 度 額

区 分
世 帯 合 計入院（個人）外来（個人）

１カ月

４０，２００円

月額上限

４０，２００円

月額上限

１２，０００円
一般受給者

１カ月

２４，６００円

月額上限

２４，６００円

月額上限

８，０００円

低所得者 ( 注

)

注）事前に申請して認定証の交付を受け、医療機関へ提示することが
必要になります

　

○福
 

受
給
者
の
方
が
、
病
院

な
ど
に
か
か
っ
た
時
に
窓
口

で
負
担
す
る
医
療
費
の
額

（
一
部
負
担
金
）
が
、
下
表
の

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
金
額
を
「
高
額

医
療
費
」
と
し
て
後
日
払
い

戻
し
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
「
高
額

医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
と
申

請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

介
護
福
祉
課
医
療
係
（
市
役

所
１
階
）
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

一
度
申
請
し
て
い
た
だ
く

と
、
次
回
か
ら
は
申
請
書
を

郵
送
せ
ず
に
支
給
決
定
し
、

○福 受給者の方へ

一定額を超えた
医療費は払い戻
しされます

本
人
名
義
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
除
く
）
の
口
座
に
振
り
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
請
書
に
記
載

さ
れ
た
金
額
が
少
な
い
場
合
で
も

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
係
（
内
線
２
５
５

１
）
へ
。

眼内レンズが
挿入できない方へ
　

特殊眼鏡等の購入
費用を助成します

２
級
程
度
と
愛
の
手
帳
１
・
２
度

程
度
の
障
害
が
重
複
し
て
い
る

方
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

施
設
入
所
者
や
３
カ
月
以
上
入
院

し
て
い
る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

　
【
手
当
月
額
】２
万
６
５
２
０
円

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

　
【
支
給
対
象
者
】　

歳
以
上
の
方

２０

で
心
身
に
障
害
の
あ
る
方（
身
体

障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、愛
の
手
帳

１
〜
３
度
、
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は
進

行
性
筋
萎
縮
症
の
方
）
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
に
入
所

し
て
い
る
方
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、　

歳
以
上
で
新
た
に
手
帳

６５

を
取
得
さ
れ
た
方
は
受
給
で
き
ま

せ
ん
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

　
【
手
当
月
額
】１
万
５
５
０
０
円

重
度
心
身
障
害
者
手
当

　
【
支
給
対
象
者
】重
度
の
心
身
障

害
の
た
め
、
常
時
特
別
な
介
護
を

必
要
と
す
る
方
（
重
度
の
知
的
障

害
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
方
、
重
度
の
知
的
障
害
と
身

体
障
害
の
重
複
障
害
を
お
持
ち
の

方
、
重
度
の
肢
体
不
自
由
で
四
肢

機
能
が
失
わ
れ
座
っ
て
い
る
こ
と

が
困
難
な
方
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
施
設
入
所
者
お
よ
び
３

カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
方
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す

　
【
手
当
月
額
】
６
万
円

し
て
、
〒
２
０
３
―
８
５
５
５
、

市
役
所
障
害
福
祉
課
手
話
講
習
会

募
集
係
あ
て
郵
送
を
（
締
め
切
り

後
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

※
昨
年
度
の
修
了
者
で
上
の
ク

ラ
ス
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
必
ず

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
応

用
・
実
践
ク
ラ
ス
に
進
む
た
め
に

は
試
験
が
あ
り
ま
す
。
試
験
日
は

応
用
が
５
月
８
日
（
土
）、
実
践
が

５
月　

日
（
土
）
で
す
。

１５

 募集します！

手話講習会受講者
　
  詳しくは障害福祉課福祉係
　　　　　   �７０・７７４７へ

　

学
童
保
育
所
の
整
備
▼
新
（
仮

称
） 
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
教
育

活
動
推
進
事
業
▼
小
・
中
学
校
大

規
模
改
造
▼
小
学
校
音
楽
教
室
空

調
機
の
設
置
▼
小
・
中
学
校
天
井

扇
風
機
の
設
置
▼
小
・
中
学
校

プ
ー
ル
改
修
工
事
▼
学
校
適
正
化

事
業（
西
部
地
域
小
学
校
の
再
編
）

▼
中
学
校
給
食
の
整
備
▼
学
校
図

書
の
充
実
▼
小
学
校
給
食
の
食
器

改
善
▼
外
国
人
に
よ
る
英
語
教
育

指
導
の
充
実
▼
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

（
幼
児
の
心
を
育
む
読
書
運
動
）

調
査
研
究
▼
新 
体
験
型
農
園
事

業
▼
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
開
催
▼

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

▼
旧
滝
山
小
学
校
施
設
開
放
▼
文

化
財
資
料
集
の
作
成
▼
土
曜
・
日

曜
・
月
曜
日
の
祝
日
に
係
る
図
書

館
開
館

快
適
な
都
市
環
境 

が

整

っ

た

ま

ち

　

新 
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
条

例
（
仮
称
）
の
検
討
▼
都
市
計
画

道
路
の
整
備
▼
新 
多
摩
地
域
に

お
け
る
自
転
車
駐
車
等
の
指
導

　

※
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
補

助
事
業
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
に

対
応
す
る
た
め
、
国
の
緊
急
地
域

雇
用
創
出
特
別
交
付
金
を
も
と
に
、

就
業
機
会
を
確
保
し
緊
急
・
臨
時

的
な
雇
用
の
創
出
を
図
る
も
の
で

す
。
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※各円グラフの（　）内は対前年度比。また、

�
お
こ
と
わ
り
�

　

各
表
の
数
値
は
端
数
調
整

の
た
め
、
実
際
の
予
算
額
と
一

致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

   
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららら
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
ささささささささささささささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

４
月
分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た

   
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の

                    
一
部
の
手
当
額


